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のものがあり ， シ リンダ配列には 3γ リ ンダW形 2 シ リ ンダ

でV形あるいは並行のものが用いられ，空気部を'!li:動空気圧縮

機と 共通にしたものもある。 2 段圧縮のものに中間冷却禄を設

位することは電動の場合と同様である。国鉄の気動車用の C4∞

または C600 空気圧縮機は 2 または 3 f~lの シ リ ンダを並行に

配列した 1 段圧縮のものである。

最近のものはこれに小形納ポンプを併置し，始動時の油圧が

低い聞はア γ ローダ弁に送気し，空気圧縮践を空転させ始動を

容易にする始動l時滅負荷装置をもっているものもある。

内燃後I刻駆動の場合は儀闘が回転中は圧縮韓基もともに回転し

ており ， 調庄日告は圧縮後の込め作用を調節するためにアンロ ー

ダ弁を制御し，込め不要のときは空気圧紛軽量は空転するどけで

他の極の圧縮機のように停止することはない。アンローダ弁は

吸込み逆止め弁に取付けられ調圧総が働L 、て，これに送気され

れば吸込み逆止め弁を抑えてこの逆止め作用を止め，送り出し

作用を阻止する。この関空気は吸込み逆止め1rから IJ~ 入りして

シ リ ンダを冷却する ことになる。

従来の電動空気圧縮機は構造上fli:i1!lJ部と圧縮部とが組立てら

れて，はじめて電動空気圧縮軽量と呼ばれ，圧縮機としての能力

を備えることができたが，近来は回転力を他の動力源から受入

れて作動する圧縮部は独立に考えられ，動力伝達装置さえ適当

な減速装置があれば，同ーの空気圧縮機を内燃慢|刻，電動織そ

の他の回転駆動用に使いわけ得るように設計し，それらを組合

わせて独立した空気圧縮僚とする方式が多くとられるようにな

った。したが っ てはじめは内燃機関駆動用として生れた圧縮織

がVベルトで電動儀関駆動となり， 地即~~気圧縮機として使わ

弁に送気する場合
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磁弁とを図ー2のよう

に説l圧総に組合わせ，

訊，IEET.i>'の作用によっ

てア γ ローダ弁に送

気すると問!時に，調

圧~{の電気接点の flYi ~-.1.: 

成によ って自事の rlt - -~ :調圧器
::!i!気圧縮機

磁弁ならびに同期駆 または接触器

ífUJ回路を経て 1也事の電磁1r も JiilJ磁する。他車においては調圧器

は作用していな くて も，f1t磁弁が励磁されることによって制御

空気だめ空気をア γ ロ ー ダ弁に送気する。元空気だめ管圧力が

下っ て列車中のすべての調!王宮告が同期駆動回路を開けば，すべ

ての電磁弁がーせいに消磁して上記とは逆に，アンローダ弁の

空気を排出して空気圧縮機は圧縮作用を再開する。

2. 1M式逆止め弁と電磁弁との組合せ
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れる例が多くな っ た。(高桑五六) 復式逆止め弁は同期回路が生かされ電磁弁が励磁した場合，

くうきあっしゅくきどうきくどうそうち 空気圧縮働同期 これによる送気を米作用の調圧器~111から逸出させないとともに

駆動装置 (米) electric compressor governors and governor m磁弁の断線， IHI路の故障などで電磁弁が励磁しないときでも

synchronizing system 自動空気ブレーキ装置付列車で動力事 アンロ ー ダ弁にゆくべき空気が電磁弁から漏れるのを防ぐ。

が多数連結される場合，すなわち編成電車などのように列車中 (高桑五六)

に多数の空気圧縮機付の車両が組込まれ，それらの圧縮機のい くうき シ リ ンダグリ ース 空気シリ ンダグリース ベ ト ロ

ずれもが空気ブレ ーキ装置の空気源となっている場合，各圧縮 ラタムに金属石けん， 生ゴム等を加えて作られる。空気プレ一

般相互の負荷を均等にするため全圧縮般の運転をーせいに制御 キ，単位スイッチ，パンタグラフ等の空気シ リ ソダに用いられ

する裟111.。列車の運転制御装置は列車先頭にあるのが普通で， るもので，パッキソグからの空気のもれを防ぎ，またパッキン

空気プレーキは駆動装置と同級全列車を通じて総括的に作用さ グ用皮革の老化防止をもかねるものである。(河野通郎)

せるのが原則である。自動プレ ー キの場合のしまた込め1 は列 くうきだめ 空気だめ (空気ブレーキの) (英) air reservoir 

事先頭の運転台からこれを行うので，これに聖書する空気は先頭 空気ブレーキ装置において空気源となり ， また作用上空気圧

専のEE約機が主と して空気減となる。列車中に動力事が散在し 力を釣合わせるため，あるいは調時作用の必要などから設ける

ており，それらが空気圧縮機を装備している場合，これらの庄 空気室。構造はff巡鋼板製で リベ ッ ト締めのもの，溶接精進の

結後も空気淑として利用するため， 全列車を貫通する元空気だ もの，両者折中などがある。鏡板の部はコンベックス形，セミ

め管を設け，これに よ って各元空気だめを述結し， 先頭車の空 コ γベッ F ス形などに分類される。また管や弁類の取付座と一

気圧縮軽量の負荷が極端に大きくならぬようにするのがこの装置 休としたほうが構造上好つごうとなるものは鋳鉄製とする。い

の目的である。この場合元空気だめ相互を連結しただけでーは， ずれの場合も滞留したドレンを随時外部に取捨て得るようにド

各空気圧縮般に付属している調圧援の調整がよほどうまくいっ レンコックを設けてある。

ていないかぎり，元空気だめ管圧力で圧縮慢のーせい制御はで 空気源となるものには元空気だめ， 供給空気どめ，急動空気

きず， 調圧総の調整値に開きがある場合は， 同一列車中に働く だめなどがあり，主として空気圧を釣合わせるものには有ij助空

圧縮軽量と働かぬ圧縮僚ができF るのが普通であるが，これに電気 気だめ，付加空気だめ，つりあい空気だめなどがある。(高桑五

回路を併用しーせいに制御させる装置がこれである。 六)

l 電気事のように空気圧縮慢が電動空気圧縮機の場合 くうきちょうわそうち 空気調和装置 (客車の ) (英) air 

調13:綜と空気圧縮軽量，またはこの電気回路の開閉をつかさど conditioning equipment 空気調和とは建造物中の大気の物理

る接触総とを，直列につなぐ結線の中点を各事相互連結する向 的化学的条件に影符、を与える温度 ・ 湿度 ・ 室内を流れる空気の

JtJJ駆動回絡を設ける(図ー1) 。列車中いずれかの調l王宮またとえば 速度および空気の消浄度の 4 つの因子を同時に調節して，人体

ふが作用すれば， この接点により C" C，および C，各圧縮織 に快い感じを与えるようにすることである。人聞が伏的に感ず

または接触器の回路がーせいに制御される。 る温度は夏と冬では異なり，また室内の湿度および気流速度に

2 気動車のように空気圧縮畿を空転させるためアンローダ よ っ ても異なる。たとえば温度 23.9 0 C，湿度 100% の状滋と温
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